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⼈材アセスメント（⼈材育成改⾰）
企業が抱える⼈事・⼈材育成課題

⼈材⼒の可視化（⼈材アセスメント）から選抜・抜擢を軸とした⼈材育成改⾰へ

デジタル化を踏まえた事業環境の変化の加速、またコロナ禍によりドラスティックな組織・働き⽅の変化が余
儀なくされる今、組織・⼈材マネジメントの抜本的な改⾰が求められている。

ターゲット部⾨にて、あるべき⼈材要件を設計し、⼈材アセスメントをベースに現在の⼈材⼒を可視化する。
事業変⾰に必要な⼈材を選抜・抜擢し、リスキリングプログラムを実⾏。その後、⼈材再配置を戦略的に⾏
い、組織内に新陳代謝を起こす。

Solution Overview: QUNIE 組織・⼈材ソリューション

組織（企業）側・事業ニーズの変化

Ø グローバル化・デジタル化の進展における事業転換に向
け、既存事業から新規事業への⼈材シフトが必要に

Ø デジタル・AIを始めとするテクノロジーとの共存を前提に
した仕事の質・スキルの変容

個⼈（従業員）側・労働市場の変化

Ø ⼈⽣100年時代を⾒据えた⾃律的なキャリア形成の
必要性（終⾝雇⽤の崩壊）

Ø 副業、リモートワークなど労働者の働く価値観の多様化
とリカレント教育への投資

企業が抱える⼈事・⼈材育成課題

Ø 組織内の⼈材ポートフォリオが⻑期間変
わらず、⼈材の硬直化・同質化が続いて
いる

Ø 適所適材を⽬指すものの、どこに、どうい
うケイパビリティ（能⼒・スキル）を持つ
⼈材がいるのか分からない

Ø 階層別研修など各種施策を打っているが
、⼈材育成の効果は⾒えず、研修がや
りっ放しになっている

基幹業務

FROM

あるべき⼈材定義

現状アセスメント
選抜・抜擢

リスキリング
（研修×OJT)

⼈材の再配置

TO

ターゲット部⾨のあるべき⼈材像
（期待役割・スキル要件）の定義

現状のスキルレベルを可視化し、⼈材タイプごとのスキルギャップを可視化
事業変⾰に必要な⼈材を選抜・抜擢する仕組みを構築

ギャップを埋めるために必要な研修施策を選定
360度サーベイにより、事前事後の成⻑を可視化
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戦略〜ITまで
統合したソリューション

⼈材戦略の⽴案からIT導⼊までを⼀気通貫で構想・導⼊することが可能です。
独⾃のノウハウに加え、NTTデータグループのスケーラビリティを活かし、IT活⽤を
視野に⼊れたコンサルティングが可能です。

⼈材育成改⾰を⽀援
研修をやりっ放しなど、育成効果が⾒えにくかったこれまでの⼈材育成施策を改
⾰し、ターゲット部⾨と育成対象者の選定から、事前事後のアセスメント実施を
通して、⼈材育成の効果を可視化します。

ビジネスに適した
組織・⼈材戦略⽴案

現場経験とコンサルティング経験の両⽅のキャリアを兼ね備えたエキスパートによっ
て、理論やテンプレートをそのまま当てはめるだけではない、ビジネスに適した“現
場⼒”の⾼いコンサルティングが可能です。

Why QUNIE ?

QUNIEは、組織・⼈材戦略の⽴案から⼈材育成の運⽤までを⼀気通貫で構想・導⼊することが可能です。

選抜・抜擢型育成のポイント

ビジネス変⾰を推進できる「変⾰推進⼈材タイプ」をメインスコープに⼈材要件定義を設計し、選抜・抜擢を
⾏う。選抜・抜擢で押さえるべきポイントは主に3つあり、各社の⼈材タイプに応じて選定。

業務推進⼈材

変⾰推進⼈材

n 外部環境を⾒据え、新事業や
サービスを創造・推進することが
できる⼈材

n 新規アイデアの事業化・実践・
拡⼤を推進

n 事業の成⻑・改善に向け、ITや
デジタルを活⽤し、既存事業改
⾰を推進

経営⼈材

⼈材ピラミッド 選抜・抜擢で押さえるべきポイント

１.スキルの適合
業務スキル

知識/保有資格
【スキルの確認】

2.組織⽂化との適合
価値観/マインド
【⾏動の確認】

3.職務との適合
思考スタイル
⾏動特性
【資質の確認】


